
※協働…市民と市がそれぞれの役割や責任を認識し、補完・協力すること

地域共生社会の基盤構築
（小規模多機能自治）

大学を活かした
まちづくり

新見市版地域共生社会の実現

人と地域が元気なまち

人と地域が元気なまちを創る
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ない事態が起きることも予想されます。ない事態が起きることも予想されます

　本市では、この新見市まちづくり基本条例を踏まえ、人口が減少していく

中にあっても「人と地域が元気なまち」を創るために、協働によるまちづくり

として「新見市版地域共生社会」の実現を目指すこととしました。

　地域共生社会とは、年齢や性別などに関係なく、市民が個 に々求められる

役割を果たしながら協働することによって、地域を創っていく全員参加型の

社会です。

　地域共生社会の実現を目指して、市民と市、そして、本市固有の資源であ

る新見公立大学が協働し、連携して新見市独自の取組を進めます。
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まちづくりを進め
るうえで大学の知
見と人材を活かす
点が 「新見市版」
とする理由です。



小規模多機能自治による「地域共生社会の基盤構築」

小規模多機能自治の考え方をもとに、人と人とがつながり
地域活力と自治力を取り戻す取組

具体的な取組の内容

地域共生社会の基盤構築の方向性

１） 地域運営組織　
　　 ● 地域振興会などを母体として、地域課題の
　　　 解決や地域の特長を活かした地域づくりに取り組む組織の立ち上げ　
　　 ● 地域住民、事業者、各種団体が主体となって構成　

２） 人材　
　　 ● 地域内のすべての住民が地域運営組織の一員として地域づくりに参加　
　　 ● 地域担当職員や生活支援コーディネーターを配置　● NPOやボランティア組織等を支援　

３） 活動資金　
　　 ● 使途に必要以上の制限を設けない一括交付金（仮称）制度の創設　
　　 ● 地域の人材や施設、地域資源を活かした資金の調達　

４） 拠点施設　
　　 ● 住民が気軽に立ち寄り、自主活動ができる拠点づくり

１） 意識の醸成　　
　　 ● すべての住民が地域の抱える課題を
　　　 自分事として認識　　
　　 ● 地域づくりの主体として積極的に活
　　　 動する意識の醸成　　
　　 ● 行政は協働による地域づくりの体制
　　　 を整備　

２） 情報と目的意識の共有　　
　　 ● 住民と行政が協働して地域づくりに取
　　　 り組むための情報と目的意識の共有　　　

３） 協働による地域づくり　　
　　 ● 地域づくりのアイデアを具体化し、
　　　 実現していくための基盤整備　　

４） 持続的に活動できる仕組みづくり　　
　　 ● 人材や活動資金の確保　
　　 ● 地域資源の活用

地域運営組織の
ネットワークイメージ

地域運営組織と行政、地域運営

組織間のネットワークづくりを進

め、地域活性化や課題解決に向

けた取組事例の共有を図る。

日常生活圏域（大字区域や小学校区
〈旧小学校区を含む。〉）など地域に
適した小さな単位で、

高齢者福祉、子育て支援、産業振興、
耕作放棄地・空き家対策、移住定住
といった地域の幅広い課題解決に、

地域の様々な人が、
協力して考え、取り組む。

取り組む組織の立ち上げ
て構成
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大学を活かしたまちづくり

新見公立大学を活用し、本市の活性化や課題解決を図る取組

具体的な取組の内容

１） 地域共生社会推進事業　
　　 ● 地域共生社会の意識づくり　
　　 ● 大学のシンクタンク機能の活用　
　　 ● 地域への学びの場の提供　　
　　 ● 新見公立大学が行うボランティア活動等の支援　　

２） 福祉教育環境整備事業　
　　 ● 子育て環境の整備　 ● 市民の健康維持・増進、介護・介護予防　
　　 ● 新見公立大学の研究環境の整備及び研究成果の活用　

３） 大学成長戦略支援事業　
　　 ● 大学完全４年制への移行支援　 ● 学生の生活環境の整備　 ● 学生と市民との交流促進

大学を活かしたまちづくりの利点

● まちづくりに新見公立大学の持つ専
　門的な知見や人材を活用　
● 学生数増加による地域経済への効果
● 学生と市民との交流によるまちのに
　ぎわい創出効果

※新見公立大学が完全4年制へ移

行することにより、2022年度には

現在より学生定員が280人増加す

る予定（現在は455人）

地域運営組織の活動開始までの流れ
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地域の将来計画

先進事例

地域の魅力や課題を洗い出し、将来
像や具体的取組について話し合う



詳細は新見市
ホームページで  
ご覧いただけます。

新見市版地域共生社会の実現に向けた取組

新見市版地域共生社会構築計画新見市版地域共生新新 【概要版】
発行／新見市  〒718-8501 岡山県新見市新見310 -3
　　　             TEL0867-72-6114  FAX0867-72-6243
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小規模多機能自治を
基本とした地域運営

課題と目標を共有し、地域運営
組織に統合または連携・協力

地域

地域の活性化
地域課題の解決

地域への学びの場の提供
地域への研究成果の還元

■地域共生社会推進事業
■福祉教育環境整備事業
■大学成長戦略支援事業

● 地域福祉学科
● 健康保育学科
● 看護学科

学生が増加
→地域経済への波及効果
→市民との交流・にぎわい創出

新見公立大学

研究・実習への協力
学生を応援

市全体で取り組むべき課題の解決 国•県など
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地域共生社会の基盤構築

大学を活かしたまちづくり
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